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　　　　　　　　　緒　　言

　 膀胱腟中隔部 に於て は ， 腟 壁 ， 膀胱壁 ， 中隔筋

線維 よ り発生 する種 々 の腫瘍 が ある．

　腟壁 よ りの 良性腫瘍 と して は ， 結締織性 の もの

に 線維腫 ， 線維筋腫 ， 筋且喬，　月旨肪筋腫 ， 上 皮 ’陞三の

も の として ， 嚢腫 ， 線筋腫等が あ る ．膀晄壁 よ り

の 艮性腫蕩 と して は ， 乳嘴腫 ， 筋腫 ， 線維腫 ， 淋

巴管腫等が あ る が ， 膀胱 乳囓腫 を除 い て は 少 い ．

　 こ れ ら膀胱腟中隔部 に 発生 した筋腫 は，膀 胱

壁 ， 脛壁 ， 中隔筋線維 の 何 れ よ り発生 した の か ，

鑑別す る事の 出来 な い もの が多い ．

　我灯 は腟壁か ら発生 した と思 わ れ る ， 膀胱腟 巾

隔部 の 比較的大 きな線維筋腫 の 1 例 を経験 した の

で 報告す る．

　　　　　　　　　症　　例

　 43才 ， 家庭婦人 ， 生 来健康 ， 初診 日 は 昭和 32年

ユ0月29 日．

　 月経 は，15才以来整調 で ， 27 日型， 2 口間持統

して 中等量 ， 経時障 碍 は ない ．結婚は 22才で ， 3

到満期安産 ， 第 4 回 目 の 妊娠 は ， 6 年 前で ， 妊娠

3 カ 月に て入工 中絶 を受 けた ．そ の 際に ， 前腟壁

に鷄卵大 の 腫瘤が あ る事 を指揺 され た が，何等 自

覚症 状が無い た め赦 置 し て い た ．

　 現症歴

　 8 月20旨 よ り3 日間，常の如 く月経が あ り， 8

月30日 よ り2 日間 ， 少量 の 出血 が あっ た ． 9 月17

日 よ り 3 日閤，常の 如 く月経が あ つ た が ，10月に

は ，
14日よ り 2 日問，常 よ りや s 少量の 月経 と思

わ れ る出血が あっ た．そ の 10 日後の 24日 に ， 少量

の 性器出血 が あ り， 間 もな く止 っ た が ， 27 日夜半

に は ， 多量の 鮮血様 の 性器出血 が あ り， 翌朝再び

大量の 出血 を きた した の で入院した ．

　 今 まで ， 疼痛 ， 排尿揚便障碍 ， 性交障碍等 は 全

くな い ．

　入院時一般所見

　や S 貧血 性 の 大柄で ， 栄養良好な婦人。心 ，肺

に 薯変 は ない ．

　腹部で は ， 恥骨上部 に 超 乎拳大 ， 弾 性硬 の腫瘤

をふれた． 裘面平滑 で ， 移動性 な く， 圧痛 もな

い ．下肢 に は浮腫 もな く， 膝蓋腱反射 も正 常で あ

つ た ．

　外陰部 に異常は ない ．腟鏡を挿入 しよ う とした

が ， 腟入 口 の す ぐ近 くか ら ， 前腟暗が強 く膨隆 し

て い て ， 僅か に腟腔 の 半ば ま で を見得た に す ぎず

腟粘膜 は ， 膨隆せ る前壁 に も異 常は な か つ た ．

　腟 の 奥か らは ， 凝塊 を混 じた 血液の 流出 を認め

た が
， 子営腔部 は ， 全 く見る事が 出来 な い た め ，

何処 よ りの も の か は 不明で あ っ た ．

　内診 す る に ， 恥骨上部 に ふれ た 腫瘤 と一致 し

て ， 凡そ ， 超手拳大で ， 弾性軟 の 腫瘤 を触れ た ．

表面平滑 で ， 圧痛は な く， 移動性 もな い 。こ の腫

瘤 は恥骨結合後方 に位置 し ， 腟腔は ，
こ の 腫瘤 の

た め，後方 に圧縮 され，子 宮は腫瘤の 後上方に 挙上

されて い た ． しか し ， 前腫穹窿部 に於 て ， 子宮腟部

と腫瘤 との 間 に は
，僅 か な が ら閤隙が あ つ て ， 子 宮

と腫瘤 とは ，直接 の 関係 は な い よ うに 愚わ れ た ．

　子 宮の 大 きさ，硬度共 に正常で ，附屬器に も異

常を認 め なか つ た ．

　そ こ で ， 膀胱鏡検査 を行 つ た が ， 後三 角部 よ り

三 角部 に か け て ， 強 い 膨隆 を認め た 外，粘膜 に も

異常所見 は な く，尿 も清澄 で あ っ た ．以上 の 所見

よ り， 腟前壁 の 腫瘍 なる診断 の もと に ， 輸血 ， 造

血 剤 の 投与等 に て ， 全 身状態 を 改善せ しめ て か

ら ， 11月 7 日 ， 手術 を行 っ たが ， そ の 問，性器出

血 は殆 ん ど認め られ なか つ た．
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　 手術経過

　腟 前壁中央に縱 切開 を加え ， こ れ よ り腫瘤 の 周

囲を鈍性 に腟壁及 び膀誠壁 よ り剥離 した所 ，大 し

た 出血 もな く， 絅繊 を結紮する事 もな く， 容易 に

核出す る事 が出来た 。

　腫瘤核 出後 ， 露見出来 る よ うに な つ た 子 宮腟部

及 び腟穹窿部 に は ，粘膜 の 異 常 もな く，何等出血

の 原因 とな るよ うな所見 を発見出来 な か つ た．従

つ て
， 大量 の 性器出血 は ， 予 宮腟 よ りの もの と考

え られ た の で ， 腟式 に
， 型 の 如 く，子宮全易〔除稽

を併せ て 行 っ た 。

　術後経過

　術後 は ， 良好 に 経過 して ， 胖 壁切開創 ， 礁断端

の 癒着 も よ く，術後／8日 目 に 全治退院 した ．

　搆出標本

　摘出 した 腫瘤 は ， 子 宮 ， 腟壁 ， 膀胱 壁 ， 何れ と

も関係 な く， 大 きさ は ， 超 乎拳 大 （8 × 9 × 工1

C皿） で ， 楕円形 ， 弾力性 に て ， 生 ゴ ム 様の 触感 が

あ り ， 表面薄桃色で ， 僅 か に 凹凸不平 ， 割面は 充

実性 ， 線維性 の 構造 を認 め
， 淡 白色 に て ， 壊死 ，

そ の他 の 変性 は見 られ な か っ た ．ヘ マ ト キ シ リ ン

・エ オジ ン 染色 ， 及び ヴ ァ ン ギーソ ン 染色 に よ る

組 纈所見 で は ， 線維筋腫で あ つ た ．

　剔出 した 子宮 の 大 きさは 正常で ， 腟部糜i爛 ， 頚

管裂傷等 もな く， 子 宮腔 内 に は
， 凝血 等 を認め な

か つ た．子 宮内膜 は ，や 》 肥厚 して お り，組織検

査 では ， 分泌期像 を示 して い た ．

　　　　　　　　 考　　捜

　膀胱腟 中隔部 に 発生 した 腫瘤 が ， 腟壁 ， 膀胱

壁 ，中隔筋線維の何 れ よ り発生 した もの で あ る か

を決定す る こ と は難 しい もの が 多 い 。

　Stoeckel は ， 手術に際 し ， 脛壁 よ り発生 した

筋腫 は ， 大抵腟塗に 切開 を加 え ， 鈍性 に 剥離す る

車 に よ り， 容易 に 權 出で きる が
， 膀 胱壁 の 一部 を

も切除 しなければ，腫瘤 の 据 出が 不可能 の よ うな

場 合 は
， 膀胱 壁 よ り発生 した もの と考 え る べ きで

ある． し か し ， 大抵 は 膀胱 壁 ， 腟璧 ，中隔筋線維

の 何れ よ り発生 した か決定 す る事の で きな い もの

が 多 い と述 べ て い る．

　 呪 か に膀胱壁 よ り発生 した筋腫 は
， Virchowの

第 1 例以来，Knee ，
　 Tompkins 等 ， 本邦で も，

高濡，土屋両氏以来 ，
10数例 の 報告が ある の み で

あ る ．

　 我 々 の 例で は ， 腫 瘤 の 大 き さに 此 して ， 何等膀

胱症 状が な か つ た 事 ，又 膀胱粘 膜に も異常が な か

っ た 事 ， 及び手術 に際 し， 容易 に 腟：壁か ら鈍性に

剥離核出で きた 事 よ り，
胼i壁 に発生 した も の で あ

る と言 っ て よ い で あろ う．

　 こ の 痒例 も含め て ， こ れ迄 に 報舎 され た 膀胱腟

巾隔部腫瘤 の 多 くは ， 腟壁 ， 膀 胱壁 ， 巾隔筋線維

の何 れ よ り発生 し た か を知 る根拠が な い の で ， 腟

壁
，

膀 胱壁 の 筋腫 と 思わ れ た 中 に ， 実際 は ， 中隔

筋絲維 よ り発生 した もの も含 まれ て い る で あろ う

事 は 否定 で きな い ．

　発生部位

　胖壁 の もの は ， 位置 的 に は，そ の 前腔中央 で，し

か も一ヒ半部 に 多 く，報告例 の 半数 は 前壁 に，4 分 の

1 は後壁 に ， 少数例は 左右壁か ら発生 し て い る。

　 一般症 状

　腟壁筋腫 の 小 な る もの で は ， 自覚症状は殆ん ど

な く ， 他 の 疾患で訪医時に ， 偶然発見 され る揚合

が多 く，大 とな る に つ れ ， 脱出乃至 下垂感 ， 性交

障碍等 を訴 える よ うに な る。膀胱壁の もの で も ，

初期 に は何等 の 白覚症状 を示 さない ．症 状は発生

部位 に よ り多少異 る が ， 多 くは
， 膀胱刺戦症状 ，

及び膀胱部位の 圧迫感で あ り，血 尿 ， 尿貯留 ・尿

意頻数 ， 排尿障碍 ， 腫瘍 の触知 ， 圧痛等が ある．

　粘膜下筋腫 で は
， 此較的小な る時で も，症状発

来 が 早 く，しか も ， こ の 型は ， 膀胱 三 角部 に 多 く

発生 する た め ， 耕尿 障碍 ， 残尿感が しば しば お 乙

り， 血尿 も上ヒ軟的 」
1
⊥
くなる．

　壁 内筋腫 は 膀胱 内 ， 或 は 腹腔 内に 増大する の

で ， 膀胱症 状 と共 に ， 周 囲組織 の 圧迫症状 を伴 う

事 が多 い ．

　漿膜下筋腫 は ，膀胱症 状 をお こ す事 も最 もおそ

く， 且大 きさに 比 して ， そ の 程度 が 軽 い ．以一Eの

如 く， 筋腫 が あ る程度 の 大 きさ に 達 して ， 症状が

出現 して も ， 腟壁 ， 膀胱 磯何れ の 揚A に 於 て も ，

そ の 症状 は大同小異 で ，何 れか に 特異 な も の は な

い ．
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　診　断

　腟壁嚢腫 ，
腟壁及 び 膀胱 壁 よ り発生す る肉腫 ，

癌腫 ， 腟脱等 との 鑑別 を要す る事 が あ るが ，

一般

に触診 ， 腟鏡診 ， 膀胱 鏡等 に よ り，筋腫 な る事 の

診断 は ， 比較 的容易 で あ る ．しか しなが ら ， 我々

の症例 の 如 く， 膀胱 腟中隔部 に発生 した場合 ， そ

れ が ， 膀胱壁，腟壁 、
或 は 中隔筋線維 の 何れ よ り

の もの か は ，臨床症状及 び 所見 で ， 特に 鑑別 の根

拠 とな る もの がな い た め ， 簡軍 に 決定 で きな い ．

　結局 ， Stoecke1の言 うよ うに ， 手 術時 に ， 腟

壁 の も の は ， 鈍性iに剥離 して ， 容易 に 摘出で き る

が ，膀胱 壁 の 一部 をも切除 しな ければ ，腫瘤 の 摘

出が 不可能の よ うな場合 ， 膀晄壁 よ り発生 した も

の と老 え る べ きで ある ．

　我 々 の症例 も ， 手術 時に ， 周 囲絶織 よ り容易に

剥離核出 で きた 点 よ り， 一一・Fti腟壁 か らの もの で

あ ろ うが ， 中隔筋線維 よ り発生 した も の で あ る事

を， 全 く否定 す る事 は で きな い ．

　 本例 に於て ， 上ヒ較的多量の 性器出血 をきた した

原 因 に つ い て ， 充分検討 して み た が
， 何 も認 む べ

き所見 は なか っ た ．

　　　　　　　　　結 　　論

　膀胱膣中隔部 に発生 した 比較的大 な る腫瘤 を手

術的に核出 し ， 臨床経過 ， ．手術的所見 ， 組織的検

査等 に よ り ，
一応腟 壁線維筋腫 と診断 した 1例 を

報告す る．

　終 り に ，御 校 閲 を 賜 り ま し た 恩 師三 林 教 授
ttL
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致 し ま す．
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